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助　

成　

業　

務

助
成
業
務
で
は
、
補
助
事
業
、
貸
付
事

業
、
受
配
者
指
定
寄
付
金
事
業
、
学
術
研
究

振
興
基
金
事
業
、
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事

業
、
助
成
事
業
の
六
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十

一
年
度
の
助

成
勘
定
に
お

け
る
損
益
の

状
況
は
図
１

の
と
お
り

で
、二
億
一
、

四
〇
〇
万
円

の
利
益
を
計

上
し
て
い
ま

す
。

補
助
事
業

―
六
一
九
法
人
に
三
、
二
一
七
億
八
、
二
〇

〇
万
円
を
交
付
―

国
か
ら
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交

付
を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
大
学
等

を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
補
助
事
業
計
画
三
、
二
一

七
億
八
、
二
〇
〇
万
円
に
対
し
、
同
額
を
六

一
九
法
人
、
八
七
七
校
に
交
付
し
ま
し
た
。

※
補
助
事
業
の
詳
細
は
、
本
誌
四
月
号
（
Ｖ

Ｏ
Ｌ
．
一
四
八
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

貸
付
事
業

―
八
六
二
億
一
、
六
〇
〇
万
円
を
貸
付
―

学
校
法
人
等
に
対
し
、
設
置
す
る
私
立
学

校
の
施
設
設
備
等
に
要
す
る
資
金
、
そ
の
他

経
営
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
貸
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
貸
付
事
業
計
画
額
九
一
〇

億
円
に
対
し
、貸
付
実
績
額
は
八
六
二
億
一
、

五
九
〇
万
円
で
し
た
。
貸
付
金
の
財
源
は
、

政
府
出
資
金
一
一
〇
億
円
、
財
政
融
資
資
金

三
六
三
億
円
、
長
期
勘
定
借
入
金
二
〇
六
億

円
、
私
学
振
興
債
券
八
〇
億
円
、
貸
付
回
収

金
等
一
〇
三
億
一
、
五
九
〇
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
末
の
貸
付
金

残
高
は
六
、
一
七
一
億
九
、
五
八
五
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

受
配
者
指
定
寄
付
金
事
業

―
寄
付
金
一
三
〇
億
九
、九
〇
〇
万
円
を
受
入
―

私
立
学
校
の
教
育
と
研
究
の
振
興
の
た
め

に
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ
れ

を
寄
付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付
し

て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
受
入
計
画
額
一
六
〇
億
円

に
対
し
、
受
入
実
績
額
は
一
三
〇
億
九
、
八

六
九
万
円
で
し
た
。
こ
れ
に
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
額
を
加
え
た
二
四
〇
億
五
、
〇
二
七

万
円
が
学
校
法
人
に
対
す
る
配
付
の
財
源
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
寄
付
金
の
配

付
実
績
額
は
一
四
四
億
三
六
四
万
円
と
な

り
、
財
源
と
の
差
額
九
六
億
四
、
六
六
三
万

円
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
寄

付
金
の
繰
り
越
し
は
、
年
度
末
に
受
け
入
れ

た
寄
付
金
の
配
付
が
翌
年
度
以
降
と
な
っ
た

こ
と
が
要
因
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度

私
学
事
業
団
の
業
務
報
告
及
び
決
算

私
学
事
業
団
の
助
成
業
務
と
共
済
業
務
に
お
け
る
平
成
二
十
一
年
度
の
業
務
報
告
及
び
決
算
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
決
算
は
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
官
報
に
公
告
し
、

ま
た
、
本
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
財
務
情
報
」（http://w

w
w
.shigaku.go.jp/g_zaim

ujyoho.
htm

）
に
掲
載
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
官
報
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表１　学校種別の補助金交付状況

区　分 学　校
総　数

交　付
学校数

補助金
総　額

補助金の平均額

１　校
当たり

学生１人
当たり

校 校 百万円 百万円 千円

大　　学 595 542 296,583 547 164

短期大学 379 332 24,638 74 171

高等専門
学　　校 3 3 561 187 283

計 977 877 321,782 367 164

表２　貸付事業実績

区　　分
貸　付　実　績

件　数 金　額

件 百万円

一 般 施 設 費 75 45,349

教育環境整備費 39 15,459

災 害 復 旧 費 0 0

公 害 対 策 費 0 0

特 別 施 設 費 9 25,408

合　　計 123 86,216

表３　寄付金の受け入れ・配付状況
区　　分 実　績　額

百万円

前　年　度　繰　越　金　（A） 10,952

受　入　額

一　般　寄　付 13,093

現 　 物　寄　付 6

計 　　（B） 13,099

合　　　計　　　　　（A）+（B）=（C） 24,051

配　付　額

一 般 寄 付 14,398

現 物 寄 付 6

計 　　（D） 14,404 

翌　年　度　繰　越　金　（C）‒（D） 9,647

図１　助成勘定の損益状況（単位：億円）
その他 6 

収益
3,497

補助金等収益
3,218

当期総利益 2
一般管理費 1  

貸倒引当金繰入 3 

費用
3,497

交付補助金
3,218

借入金利息

貸付金利息
128

寄附金収益
145

配付寄附金
98

人件費 9 
その他 22

144
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学
術
研
究
振
興
基
金
事
業

―
九
〇
研
究
に
一
億
二
、
九
〇
〇
万
円
交
付
―

学
術
研
究
振
興
基
金
に
広
く
一
般
か
ら
寄

付
金
を
受
け
入
れ
、
そ
の
基
金
運
用
益
を
学

術
研
究
振
興
資
金
と
し
て
私
立
大
学
等
の
優

れ
た
学
術
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

学
術
研
究
振
興
基
金
の
二
十
一
年
度
の
受

入
計
画
額
六
〇
〇
万
円
に
対
し
、
受
入
実
績

額
は
九
七
〇
万
円
で
し
た
。
昭
和
五
十
年
度

創
設
の
本
基
金
の
二
十
一
年
度
末
保
有
額
は

五
三
億
七
、四
七
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
術
研
究
振
興
資
金
の
二
十
一
年
度
の
交
付

計
画
額
は
一
億
三
、
〇
〇
〇
万
円
で
、
こ
れ

に
対
し
て
交
付
実
績
額
は
九
〇
研
究
に
一
億

二
、
八
八
〇
万
円
で
し
た
。

経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業

―
私
立
高
等
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

開
催
―

①　

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関

す
る
情
報
収
集
・
提
供

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す

る
情
報
を
収
集
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
学

校
法
人
等
に
対
し
、
刊
行
物
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
提
供
し
ま
し
た
。

二
十
一
年
度
は
、
大
学
・
短
期
大
学
の
学

長
等
を
対
象
と
し
た
ト
ッ
プ
の
た
め
の
財
務

の
見
方
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
私
立
高
等
学
校
の
経
営
改
善
方
策
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
〜
個
性
あ
る
私
学
教
育

を
推
進
す
る
た
め
に
〜
」
を
発
刊
す
る
と
と

も
に
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
基
づ
き
、

私
立
高
等
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を

全
国
五
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
今
日
の
私
学
財
政
（
大
学
・

短
期
大
学
編
）」
他
を
発
行
し
ま
し
た
。

②　

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関

す
る
調
査
・
研
究
、
指
導
・
助
言

学
校
法
人
の
依
頼
に
応
じ
て
、
経
営
改
善

計
画
作
成
支
援
、
学
生
募
集
、
人
件
費
削
減

等
の
経
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
分
析
資
料

を
提
供
し
た
上
で
、
学
校
法
人
の
役
員
・
教

職
員
と
本
事
業
団
の
職
員
が
意
見
交
換
を
行

う
面
談
形
式
の
経
営
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
経
営
相
談
以
外
に
も
会
計
処
理
等
の

質
問
や
財
務
分
析
等
の
簡
易
な
要
望
事
項
に

対
し
て
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
対
応
し
ま
し
た
。

二
十
一
年
度
は
、
二
十
年
度
に
作
成
し
た

「
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
大
学
・
短
期

大
学
編
」
の
内
容
改
訂
と
デ
ー
タ
の
年
度
更

新
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
高
等
学
校
独

自
の
観
点
を
加
え
た
高
等
学
校
編
を
作
成
し

ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
法
人
が
抜
本
的
な
経
営
再
建

を
目
指
し
て
経
営
改
善
計
画
を
作
成
す
る
際

の
参
考
資
料
と
し
て
損
益
分
岐
点
分
析
や

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
追
加
し
、
経
営
改
善
計
画

や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
有
効
に
回
す
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
実
施
管
理
表
の
作
成
例

等
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
編
と
し
て
作
成
し
、

自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
モ
デ
ル
と
と

も
に
本
事
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

し
、
学
校
法
人
の
利
用
に
供
し
ま
し
た
。

助
成
事
業
等

―
一
億
円
を
私
学
研
修
福
祉
会
へ
助
成
―

助
成
勘
定
の
前
年
度
利
益
金
を
財
源
と
し

て
、
私
立
学
校
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
に
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
が
行

う
研
修
事
業
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
、
及

び
私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を

図
る
た
め
に
本
事
業
団
の
長
期
給
付
事
業

（
既
年
金
者
年
金
増
額
費
及
び
長
期
給
付
整

理
資
源
）
を
対
象
と
し
て
長
期
勘
定
へ
の
繰

り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
計
画
額
は
、
助
成
金
の
交

付
七
、
〇
〇
〇
万
円
、
長
期
勘
定
へ
の
繰
り

入
れ
三
、
五
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
て
助
成
金
の
交
付
実
績
は
一
億
円
、
長
期

勘
定
へ
の
繰
り
入
れ
実
績
は
五
、
〇
〇
〇
万

円
で
し
た
。

表４　学術研究振興資金　分野別交付状況
分　野 件数 交付額 分　野 件数 交付額

件 千円 件 千円

原 子 力 学 0 0 法 学 1 1,800

医 学 19 51,800 経 済 学 7 8,700

環 境 科 学 2 4,800 家 政 学 3 4,600

理 学 4 10,400 体 育 学 2 5,900

工 学 5 11,300 教 育 学 5 2,500

農 学 2 4,300 若手研究者
奨 励 金 24 7,200

文 学 16 15,500 合　計 90 128,800

表５　助成金の交付状況

区　　分 金　　額

千円

助 成 金 100,000

表６　長期勘定への繰入状況

区　　分 金　　額

千円

長期勘定へ繰入 50,000

21年度に発刊した刊行物
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共　

済　

業　

務

共
済
業
務
で
は
、
短
期
給
付
事
業
・
長
期

給
付
事
業
及
び
福
祉
事
業
（
保
健
・
医
療
・

宿
泊
・
貯
金
・
貸
付
の
各
事
業
）
の
三
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
数
・
標
準
給
与
・
標
準
賞
与

平
成
二
十
一
年
度
末
の
加
入
者
数
は
五
〇

三
、
二
九
三
人
と
な
り
、
表
７
の
と
お
り
、

前
年
度
末
よ
り
六
、
一
七
八
人
増
加
し
ま
し

た
。掛

金
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
標
準
給
与
の

平
均
月
額
及
び
標
準
賞
与
の
平
均
年
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
表
８
、
９
の
と
お
り
で
す
。

短
期
給
付
事
業

―
介
護
分
掛
金
率
を
引
き
上
げ
ま
し
た
―

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
病
気
や
ケ
ガ
・
出

産
・
死
亡
・
休
業
・
災
害
な
ど
に
か
か
る
給

付
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
に
か
か
る
介
護

納
付
金
や
高
齢
者
医
療
制
度
に
か
か
る
支
援

金
な
ど
の
納
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
給
付
費
は
一
、
一
三
〇
億

円
で
、
前
年
度
よ
り
約
三
・
五
％
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
納
付
金
が
増
額
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
二
十
一
年
度
は
介
護
分
掛

金
率
を
〇
・
〇
一
％
引
き
上
げ
ま
し
た
。

長
期
給
付
事
業

―
年
金
者
数
は
三
四
万
八
、
〇
〇
〇
人
―

退
職
共
済
年
金
・
障
害
共
済
年
金
・
遺
族

共
済
年
金
な
ど
の
給
付
の
ほ
か
、
基
礎
年
金

拠
出
金
な
ど
の
納
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
給
付
費
は
二
、
五
八
〇
億

円
、
年
度
末
の
年
金
者
数
は
三
四
七
、
八
四

一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
は
、
二
十
年
度
に
発
生
し
た

世
界
的
な
金
融
危
機
か
ら
景
気
は
回
復
方
向

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
株
式
、
為
替
市
場
は

不
安
定
な
展
開
に
終
始
し
、
二
十
一
年
度
に

お
い
て
も
運
用
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
二
九
三
億
円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

※
年
金
積
立
金
の
運
用
結
果
に
つ
い
て
は
、

一
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
事
務
費
な
ど

―
国
庫
補
助
は
三
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
―

短
期
給
付
事
業
と
長
期
給
付
事
業
の
事
務

に
要
す
る
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

収
益
は
五
〇
億
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
国

庫
補
助
金
と
し
て
三
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
が

補
助
さ
れ
ま
し
た
。

短
期
給
付
や
長
期
給
付
の
決
定
、
加
入
者

の
資
格
の
取
得
・
喪
失
・
標
準
給
与
の
決
定

や
掛
金
額
の
調
定
な
ど
の
事
務
に
要
す
る
費

用
は
三
七
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
事
業

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
健
康
の
保
持
増
進

を
目
的
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助
、
契
約
施
設
の

割
引
事
業
な
ど
の
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。二

十
一
年
度
の
保
健
事
業
費
は
二
五
億
円

表８　標準給与平均月額
20年度末 21年度末 対前年度増△減

金額 伸び率

380,390円 379,444円 △946円 △0.25％

表７　加入者数
20年度末 21年度末 対前年度増△減

人数 伸び率

497,115人 503,293人 6,178人 1.24％

表９　標準賞与平均年額

20年度末 21年度末
対前年度増△減

金額 伸び率

1,481,819円 1,435,440円 △46,379円 △3.13％

＊年度末者にかかる当年度内に支給された標準賞与の総額を年度末者数で除して
得た数値です。

図４　その他事務費等の損益状況（単位：億円）

費用
37

当期総利益 13

一般管理経費・
その他 21

一般管理経費・
その他 21

補助金・その他 4

収益
50 掛金収入 46掛金収入 46

人件費 16人件費 16

図２　短期給付事業の損益状況（単位：億円）
支払準備金戻入・

その他 109
介護掛金収入 147

支援金等 683
介護納付金 147

収益
2,188

当期総利益 130

費用
2,058

支払準備金繰入・その他 98

掛金収入 1,932掛金収入 1,932

給付費 1,130給付費 1,130

図３　長期給付事業の損益状況（単位：億円）

交付金・その他 136

運用収入 440

当期総損失 293

給付費 2,580給付費 2,580

収益
4,869

費用
5,162

掛金収入 3,300掛金収入 3,300

補助金 993

その他 635

拠出金 1,947拠出金 1,947
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で
し
た
。
そ
の
う
ち
主
な
も
の
は
人
間
ド
ッ

ク
利
用
補
助
で
、
保
健
事
業
費
の
約
五
六
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診
査

等
の
給
付
費
に
二
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
医

療
経
理
と
宿
泊
経
理
へ
の
繰
入
金
に
九
二
億

円（
臨
時
繰
入
を
含
む
）を
支
出
し
て
い
ま
す
。

※
福
祉
分
の
掛
金
収
入
は
保
健
経
理
で
受
け

入
れ
、
医
療
経
理
・
宿
泊
経
理
へ
資
金
の

繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
事
業

東
京
臨
海
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

二
十
一
年
度
の
利
用
状
況
は
、
入
院
が
九

九
、二
二
四
人（
対
前
年
度
比
二
・
四
％
増
）、

外
来
が
二
〇
七
、
六
八
六
人
（
対
前
年
度
比

五
・
五
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
は
、
医
療
事
業
収
入
が
患
者
数
の
増

加
な
ど
か
ら
前
年
度
よ
り
六
億
円
増
加
し
八

〇
億
円
、
ま
た
、
保
健
経
理
か
ら
の
受
入
金

が
福
祉
財
源
配
分
の
見
直
し
及
び
臨
時
繰
入

に
伴
い
、
四
五
億
円
増
加
し
七
五
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
費
用
は
、
患
者
数
増
加
に
よ
る

医
療
事
業
費
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ

り
四
億
円
増
加
し
て
九
六
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

宿
泊
事
業

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
や
宿
泊
所
・
保
養
所
を

全
国
一
六
か
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
事
業
収
入
は
利
用
人
数
の
減
少
な
ど

か
ら
前
年
度
よ
り
六
億
円
減
少
し
て
九
七
億

円
、
宿
泊
事
業
費
は
経
費
節
減
な
ど
に
よ
り

一
億
円
減
少
し
て
四
三
億
円
と
な
り
ま
し

た
。

貯
金
事
業

積
立
貯
金
、
積
立
共
済
年
金
及
び
共
済
定

期
保
険
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

積
立
貯
金
の
年
度
末
の
加
入
者
は
一
七

四
、
〇
〇
五
人
、
貯
金
残
高
は
八
、
一
七
二

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
立
共
済
年
金
の

加
入
者
は
三
三
、
三
八
八
人
、
共
済
定
期
保

険
の
加
入
者
は
五
七
、
三
〇
二
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

貸
付
事
業

二
十
一
年
度
の
加
入
者
貸
付
の
決
定
件
数

は
六
、
五
五
九
件
（
対
前
年
度
比
三
三
四
件

減
）、
決
定
金
額
は
一
二
九
億
円
（
対
前
年

度
比
八
億
円
減
）
と
、
件
数
・
金
額
と
も
減

少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
決
定
の
貸
付
け
よ
り
も
償
還

さ
れ
る
金
額
が
上
回
っ
た
た
め
に
、
年
度
末

の
貸
付
残
高
は
前
年
度
末
よ
り
も
八
〇
億
円

減
少
し
、
八
七
四
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図５　保健事業の損益状況（単位：億円）

その他 3

その他 10

収益
72

　繰入金 92繰入金 92　費用127

保健事業費 25保健事業費 25
人間ドック利用補助 13.9
特定健診等給付費   2.5

掛金収入 69掛金収入 69 当期総損失 55

図６　医療事業の損益状況（単位：億円）

業務経費 20

減価償却費・その他 16

収益
157

費用
96

医療事業収入 80医療事業収入 80

人件費 37人件費 37

保健経理からの受入金 75
その他 2

医療事業費 23

当期総利益 61当期総利益 61

図７　宿泊事業（宿泊本部含む）の損益状況（単位：億円）

保健経理からの受入金 17

費用
125 業務経費 38業務経費 38

人件費 24

宿泊事業費 43宿泊事業費 43

当期総損失 4

その他 7

宿泊事業収入 97宿泊事業収入 97収益
121

減価償却費・その他 20

図８　貯金事業の損益状況（単位：億円）

業務経費・その他 2

費用
59

収益
93 貯金事業収入 93貯金事業収入 93

貯金事業費 57貯金事業費 57 当期総利益 34当期総利益 34

図９　貸付事業の損益状況（単位：億円）

当期総利益 1

貸付事業収入 22貸付事業収入 22

貸倒引当金戻入・その他 4

貸付事業費 20貸付事業費 20
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25



第 1 5 3 号平成 2 2 年 9 月 1 日

6

助
成
業
務

　

一　

は
じ
め
に

　

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二

十
二
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立

大
学
及
び
短
期
大
学
の
入
学
志
願
動
向
を
集

計
し
ま
し
た
。
結
果
は
「
平
成
二
十
二
年
度

私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動
向
」

に
ま
と
め
、
七
月
下
旬
に
各
学
校
法
人
に
送

付
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
二
十
一
年
度
と
二
十
二
年
度

の
志
願
倍
率
（
志
願
者
数
／
入
学
定
員
）
と

入
学
定
員
充
足
率（
入
学
者
数
／
入
学
定
員
）

の
状
況
、
学
校
所
在
地
の
地
域
別
の
動
向
、

最
近
十
年
間
の
定
員
割
れ
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　

通
信
教
育
と
学
生
募
集
を
停
止
し
た
学

部
・
学
科
は
除
い
て
い
ま
す
。

　

本
誌
で
は
概
要
の
み
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.

shigaku.go.jp/files/shigandoukou22.
pdf

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

二　

大
学
の
概
況
（
表
１
）

　

二
十
二
年
度
の
集
計
学
校
数
は
五
六
九
校

と
、
前
年
度
よ
り
一
校
減
少
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
は
約
十
万

八
、
六
〇
〇
人
、
受
験
者
数
は
約
十
一
万
二
、

三
〇
〇
人
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
定

員
の
約
一
、
〇
〇
〇
人
の
増
加
に
対
し
、
入

学
者
数
は
約
九
、
九
〇
〇
人
と
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、入
学
定
員
充
足
率
は
一
〇
八
・

四
八
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
・
九

六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

○
地
域
別
の
動
向
（
表
２
）

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、東
北
、京
都
、大
阪
、

兵
庫
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
志
願
倍
率
と

入
学
定
員
充
足
率
が
と
も
に
上
昇
し
、
大
阪

と
兵
庫
に
お
い
て
は
志
願
倍
率
の
み
が
上
昇

し
、
東
北
と
京
都
に
お
い
て
は
入
学
定
員
充

表１　大学の概況
区分 21年度 22年度 増　減

集計学校数 570校 569校 △1校

入 学 定 員 449,819人 450,783人 964人
（0.2%）

志　願　者 3,071,570人 3,180,144人 108,574人
（3.5%）

受　験　者 2,952,654人 3,064,964人 112,310人
（3.8%）

合　格　者 1,039,316人 1,055,655人 16,339人
（1.6%）

入　学　者 479,156人 489,008人 9,852人
（2.1%）

志 願 倍 率 6.83倍 7.05倍 0.22ポイント
合　格　率 35.20% 34.44% △0.76ポイント
歩　留　率 46.10% 46.32% 0.22ポイント
入学定員充足率 106.52% 108.48% 1.96ポイント
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表２　大学地域別の動向

区分
集計学校数 志願倍率 入学定員充足率

21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 22年度
校 校 倍 倍 ％ ％

北海道 23 23 2.92 2.95 98.34 100.12 
東　北

（宮城を除く） 20 21 2.10 2.09 83.52 86.85 

宮　城 11 11 3.75 3.77 112.01 113.62 
関　東

（埼玉、千葉、東京、
神奈川を除く）

22 22 2.81 3.31 96.59 107.13 

埼　玉 26 27 3.82 4.12 113.18 113.68 
千　葉 26 26 3.08 3.31 94.30 99.08 
東　京 108 112 9.74 10.01 114.09 114.16 
神奈川 22 21 4.46 4.65 103.06 106.93 
甲信越 21 21 2.05 2.06 99.86 100.34 
北　陸 11 11 2.78 3.03 93.28 102.15 
東　海

（愛知を除く） 24 22 2.60 2.62 90.24 96.22 

愛　知 42 41 5.75 6.03 107.68 108.58 
近　畿

（京都、大阪、兵
庫を除く）

11 11 3.23 4.12 96.42 99.56 

京　都 24 24 10.15 9.71 108.12 108.29 
大　阪 47 47 7.94 7.99 109.21 108.80 
兵　庫 33 31 6.77 6.96 102.79 102.69 
中　国

（広島を除く） 22 22 2.36 2.50 87.81 97.74 

広　島 15 15 3.03 3.30 93.62 98.88 
四　国 7 7 2.61 2.96 85.10 85.22 
九　州

（福岡を除く） 29 28 2.11 2.27 91.33 96.66 

福　岡 26 26 5.54 5.87 105.16 114.80 
合   計 570 569 6.83 7.05 106.52 108.48 

年　度 13
年度

14
年度

15
年度

16
年度

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

100%以上の学校数 344 364 374 378 382 329 337 299 305 352

100%未満の学校数 149 144 147 155 160 221 222 266 265 217

（うち50%未満の学校数） 22 13 17 15 17 20 17 29 31 13

（100%未満の割合） 30.2% 28.3% 28.2% 29.1% 29.5% 40.2% 39.7% 47.1% 46.5% 38.1%

合　計 493 508 521 533 542 550 559 565 570 569

00
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600
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図１　最近10年の定員割れ状況（大学）

平
成
二
十
二
年
度

私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動
向

足
率
の
み
が
上
昇
し
ま

し
た
。

○ 

定
員
割
れ
状
況
（
図

１
）

　

十
年
前
の
平
成
十
三

年
度
は
、
入
学
定
員
充

足
率
が
一
〇
〇
％
未
満

の
学
校
は
一
四
九
校

で
、全
体
の
三
〇
・
二
％

の
割
合
で
し
た
。
そ
の

後
、
十
八
歳
人
口
の
減

少
や
大
学
数
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
一
〇
〇
％

未
満
の
学
校
数
は
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
ま
し

た
が
、二
十
二
年
度
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
四
八
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校
減
少
し
、
二
一
七
校
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
前
年
度
に
比
べ

て
八
・
四
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
、
三
八
・
一
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
十
三
校

と
な
り
、
前
年
度
の
三
十
一
校
か
ら
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
の
概
況
は
、表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

三　

短
期
大
学
の
概
況
（
表
４
）

　

二
十
二
年
度
の
集
計
学
校
数
は
三
四
四
校

で
、
前
年
度
よ
り
一
二
校
減
少
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
は
約
九
〇
〇

人
、
受
験
者
数
は
約
一
、
〇
〇
〇
人
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
定
員
の
約
四
、
一
〇

〇
人
の
減
少
に
対
し
、
入
学
者
数
は
約
八
〇

〇
人
の
減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率
は
九
〇
・

八
六
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
・
七
二
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

○
地
域
別
の
動
向
（
表
５
）

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
北
海
道
と
京
都
・

大
阪
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
志
願
倍
率
が

上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
と
京
都
・
大

阪
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
入
学
定
員
充
足

率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
特
に
北
陸
で
は
一
〇

〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

○
定
員
割
れ
状
況
（
図
２
）

　

十
年
前
の
平
成
十
三
年
度
は
、
入
学
定
員

充
足
率
が
一
〇
〇
％
未
満
の
学
校
は
二
四
五

校
で
、
全
体
の
五
四
・
六
％
の
割
合
で
し
た
。

そ
の
後
、
一
〇
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
減
少

し
、十
八
年
度
か
ら
増
加
に
転
じ
ま
し
た
が
、

二
十
二
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
十
校

減
少
し
、
二
一
五
校
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
前
年
度
に
比
べ

て
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
、
六
二
・
五
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
一
七
校

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
一
校
減
少
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四
・
七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表３　大学院の概況

区分
修士課程及び
博士前期課程
専門職学位課程

左のうち
法科大学院

博士後期課程
及び博士課程

集計学校数 425校 49校 299校
入 学 定 員 41,570人 3,423人 8,082人
志　願　者 71,454人 15,797人 5,947人
受　験　者 67,765人 14,252人 5,811人
合　格　者 44,932人 5,635人 4,862人
入　学　者 37,807人 2,707人 4,652人
志 願 倍 率 1.72倍 4.61倍 0.74倍
合　格　率 66.31% 39.54% 83.67%
歩　留　率 84.14% 48.04% 95.68%

入学定員充足率 90.95% 79.08% 57.56%
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表４　短期大学の概況
区分 21年度 22年度 増　減

集計学校数 356校 344校 △12校

入 学 定 員 79,267人 75,176人 △4,091人
（△5.2%）

志　願　者 104,567人 105,453人 886人
（0.8%）

受　験　者 102,520人 103,547人 1,027人
（1.0%）

合　格　者 85,911人 84,222人 △1,689人
（△2.0%）

入　学　者 69,075人 68,302人 △773人
（△1.1%）

志 願 倍 率 1.32倍 1.40倍 0.08ポイント
合　格　率 83.80% 81.34% △2.46ポイント
歩　留　率 80.40% 81.10% 0.70ポイント

入学定員充足率 87.14% 90.86% 3.72ポイント
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

年　度 13
年度

14
年度

15
年度

16
年度

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

100%以上の学校数 204 226 226 236 224 179 138 118 111 129

100%未満の学校数 245 209 190 164 159 194 227 242 245 215

（うち50%未満の学校数） 48 38 31 20 16 18 19 30 28 17

（100%未満の割合） 54.6% 48.0% 45.7% 41.0% 41.5% 52.0% 62.2% 67.2% 68.8% 62.5%

合　計 449 435 416 400 383 373 365 360 356 344

00
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

000

100

200

300

400

500

600

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

（％）学校数

年度

100%以上の学校数
50%以上100%未満の学校数

50%未満の学校数
100%未満の学校数の割合

図２　最近10年の定員割れ状況（短期大学）

表５　短期大学地域別の動向

区　分
集計学校数 志願倍率 入学定員充足率

21年度 22年度 21年度 22年度 21年度 22年度
校 校 倍 倍 ％ ％

北海道 18 17 1.20 1.19 86.18 88.24 

東　北 24 23 1.16 1.32 90.78 98.45 

北関東 20 19 0.85 1.06 75.47 89.55 

南関東
（東京除く） 40 38 1.12 1.20 90.51 95.17 

東　京 45 44 1.83 1.85 97.32 94.95 

甲信越 15 15 1.15 1.24 89.70 92.24 

北　陸 10 10 1.33 1.43 97.63 100.29 

東　海 40 37 1.23 1.41 79.47 89.48 

近　畿
（京都、大阪除く） 28 27 1.85 1.92 89.32 91.42 

京都・大阪 44 43 1.37 1.36 85.92 84.70 

中　国 20 20 1.10 1.20 80.16 81.64 

四　国 11 11 1.11 1.24 85.30 94.27 

九　州 41 40 1.07 1.18 82.89 89.79 

合   計 356 344 1.32 1.40 87.14 90.86 
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成
業
務

Ⅰ　

一　

般　

補　

助　

●　

不
交
付
と
な
る
定
員
超
過
率

不
交
付
と
な
る
定
員
超
過
率
は
、
平

成
二
十
三
年
度
以
降
ど
の
よ
う
な
取
り

扱
い
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

不
交
付
と
な
る
定
員
超
過
率
に
つ
い
て

は
、
二
十
三
年
度
以
降
、
収
容
定
員
が
八
、

〇
〇
〇
人
以
上
の
大
学
等
を
対
象
に
引
き

下
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
入
学
定
員
超

過
率
一
・
二
〇
倍
以
上
、
収
容
定
員
超
過

率
一
・
四
〇
倍
以
上
）。
た
だ
し
、
経
過
措

置
を
設
け
ま
す
の
で
、
こ
の
取
り
扱
い
を

適
用
す
る
の
は
二
十
五
年
度
か
ら
と
な
り

ま
す
。（
詳
し
く
は
平
成
二
十
二
年
七
月

八
日
付
け
私
振
補
第
二
十
四
号
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）。

な
お
、こ
こ
で
い
う
収
容
定
員
か
ら
は
、

取
扱
要
領
４
（
９
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
大
学
院
の
研
究
科
（
大
学
院
大

学
を
除
く
）、
夜
間
部
、
通
信
教
育
部
等

を
除
き
ま
す
。

収
容
定
員
八
、〇
〇
〇
人
未
満
の
大
学

等
に
つ
い
て
は
、変
更
は
あ
り
ま
せ
ん（
入

学
定
員
超
過
率
一
・
三
〇
倍
以
上
、
収
容

定
員
超
過
率
一
・
五
〇
倍
以
上
）。

●　

専
任
職
員
の
申
請

 

法
人
本
部
発
令
の
専
任
職
員
は
、
補

助
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
専
任
職
員
数

に
含
め
て
申
請
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

法
人
本
部
に
発
令
さ
れ
て
い
る
職
員
で

あ
っ
て
も
、
大
学
部
門
に
か
か
る
業
務
に

も
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

は
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
全
体
の
業
務
量
に
占
め
る
大
学
部

門
に
か
か
る
業
務
量
の
割
合
に
よ
り
、
大

学
部
門
へ
割
り
振
る
人
数
を
算
定
し
ま

す
。例

え
ば
、
高
等
学
校
を
併
設
す
る
大
学

法
人
で
、
法
人
本
部
の
職
員
数
を
五
〇
人

と
し
ま
す
。
法
人
本
部
の
業
務
量
が
全
体

で
一
〇
（
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
、
法
人
二
、

大
学
六
、
高
校
二
）
と
し
た
場
合
、
次
の

【
計
算
例
】
の
よ
う
に
人
数
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
で
は
、
大
学

に
か
か
る
三
〇
人
を
専
任
職
員
数
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
必
ず
根
拠
資

料
を
整
備
・
保
管

し
て
く
だ
さ
い
）。

た
だ
し
、
大
学

部
門
に
割
り
振
っ

た
職
員
で
あ
っ
て

も
、
法
人
部
門
で

人
件
費
処
理
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

●　

福
利
厚
生
費
調
査
票

長
期
給
付
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
に

よ
り
五
月
分
の
掛
金
が
免
除
と
な
っ
て

い
る
教
職
員
が
い
ま
す
。
補
助
対
象
加

入
者
数
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

Ａ　

調
査
票
の
「
入
力
要
領
」
に
は
、
学
校

法
人
が
負
担
す
る
専
任
教
職
員
に
か
か
る

当
該
年
度
五
月
分
の
長
期
給
付
掛
金
又
は

厚
生
年
金
保
険
料
の
支
払
い
の
基
礎
と

な
っ
た
大
学
等
の
専
任
教
職
員
数
が
「
加

入
者
総
数
」
と
な
り
、
そ
の
う
ち
「
補
助

対
象
加
入
者
か
ら
除
外
す
る
者
」
を
除
い

た
教
職
員
数
が
「
補
助
対
象
加
入
者
数
」

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
免
除
等
に
よ
り
五
月
分

掛
金
支
払
い
の
基
礎
と
な
っ
て
い
な
い
者

は
、
加
入
者
総
数
、
補
助
対
象
加
入
者
数

の
ど
ち
ら
に
も
含
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

●　

収
入
支
出
調
査
票

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
経
費
を
含
め
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ　
「
収
入
支
出
調
査
票
」
は
、
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
配
分
基
準
別
表
４
の
学

生
納
付
金
収
入
に
対
す
る
教
育
研
究
経
費

支
出
及
び
設
備
関
係
支
出
の
割
合
に
よ
る

増
減
率
を
算
出
す
る
た
め
に
使
用
し
ま

す
。
補
助
対
象
経
費
と
な
る
か
ど
う
か
を

調
査
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
の
補
助
対
象
経

費
を
除
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
補
助
金
交
付
後
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
実
績
報
告
書
の
「
補
助
事
業
に

要
し
た
経
費
」
か
ら
は
除
外
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
収
入
支
出
調
査
票
（
六
月
三
十

日
電
子
窓
口
掲
載
）
の
「
入
力
要
領
」
に

添
付
の
「
収
入
支
出
調
査
票
と
実
績
報
告

書
の
比
較
表
（
参
考
）」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ

学
校
法
人
か
ら
、
補
助
金
課
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

一
般
補
助

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
〇
〜
七
三
〇
二

七
三
〇
六
〜
七
三
〇
八

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

【計算例】
法人→５０×２／１０＝１０人
大学→５０×６／１０＝３０人
高校→５０×２／１０＝１０人

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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Ⅱ　

特　

別　

補　

助　

●　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
最
終
回
の
試
験
の
点
が
低
く
、

単
位
を
落
と
し
た
学
生
が
い
ま
す
。
こ

の
者
は
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
は
、
次
の

Ⅰ
と
Ⅱ
の
両
方
を
満
た
す
こ
と
が
要
件
で

す
。

Ⅰ　

当
該
年
度
に
授
業
科
目
の
一
環
と
し
て

学
生
を
企
業
等
へ
派
遣
し
、
現
場
実
習
等

を
行
わ
せ
る
も
の

Ⅱ　

正
規
の
課
程
の
授
業
科
目
と
し
て
実
施

し
、
単
位
認
定
さ
れ
る
も
の

た
だ
し
、
次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

①　

特
定
の
資
格
取
得
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の

②　

企
業
等
か
ら
学
校
法
人
に
対
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
連
し
て
金
銭
の
支

払
い
が
あ
る
も
の

③　

実
習
先
が
海
外
の
も
の

④　

大
学
に
お
い
て
、
卒
業
年
次
の
学
生
の

み
を
対
象
と
し
た
授
業
科
目

⑤　

大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目

⑥　

企
業
等
で
の
現
場
実
習
の
実
施
日
数
が

三
日
未
満
の
も
の

な
お
、
授
業
科
目
の
単
位
取
得
ま
で
は

求
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
大
学
等
で
実
施

さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
本
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
当
該
学
生
を
対
象
に

含
め
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
当
該
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料

の
整
備
・
保
管
が
必
要
で
す
。

●　

帰
国
学
生
の
入
学
の
推
進

本
学
で
は
帰
国
子
女
向
け
の
入
試
を

例
年
九
月
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
帰
国
子
女
入
試
を
「
後
期

入
学
入
試
」
と
改
め
、
出
願
対
象
者
も

拡
充
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
「
帰
国
学

生
の
入
学
の
推
進
」に
該
当
し
ま
す
か
。

Ａ　
「
帰
国
学
生
向
け
の
特
別
入
試
選
抜
制

度
」
と
は
、
出
願
資
格
を
帰
国
学
生
に
限

定
し
、
そ
れ
に
よ
り
出
願
し
た
帰
国
学
生

志
願
者
の
中
で
選
考
を
実
施
す
る
も
の
を

い
い
ま
す
。

こ
の
例
は
、「
後
期
入
学
入
試
の
一
環

で
帰
国
学
生
に
も
出
願
を
認
め
て
い
る
」

と
い
う
点
か
ら
、
出
願
資
格
が
帰
国
学
生

に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
該
当
し
ま

せ
ん
。

●　

リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
Ｒ
・
Ａ
）、

ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
（
Ｐ
・
Ｄ
）
等
支
援
、

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
・

Ａ
）
支
援

Ｒ
・
Ａ
、
Ｐ
・
Ｄ
、
研
究
支
援
者
、

Ｔ
・
Ａ
の
要
件
は
、
当
該
年
度
の
四
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
の
間
に
従
事
し

た
者
、
も
し
く
は
九
月
三
十
日
現
在
で

従
事
す
る
こ
と
が
確
実
な
者
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
九
月
三
十
日
時
点
で
、
採

用
を
予
定
し
て
い
る
者
は
対
象
と
な
り

ま
す
か
。

Ａ　

Ｒ
・
Ａ
等
で
対
象
と
な
る
者
は
、
Ｒ
・

Ａ
等
の
要
件
を
満
た
し
、
九
月
三
十
日
現

在
で
採
用
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
者
、
も
し

く
は
採
用
が
確
実
な
者
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
採
用
予
定
者
で
雇
用
契
約
を
締
結
し

て
い
る
者
、学
内
の
決
裁
を
受
け
た
者
等
、

十
月
以
降
の
採
用
が
確
実
で
あ
れ
ば
算
定

の
基
礎
と
し
て
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
単

に
予
定
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
雇
用
契
約

等
の
具
体
的
な
根
拠
が
な
い
者
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

●　

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
養

成
支
援
（
特
定
分
野
の
人
材
養
成
）

「
地
元
就
職
者
」
の
対
象
と
な
る
の

は
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
等
に
関
連

す
る
職
業
に
就
い
た
者
の
み
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

こ
の
項
目
で
は
、「
特
定
分
野
の
人
材

養
成
課
程
」
と
「
地
元
就
職
者
」
は
分
け

て
考
え
て
い
ま
す
。「
地
元
就
職
者
」
に

つ
い
て
は
、
所
在
地
が
「
三
大
都
市
圏

（
注
）」
以
外
の
大
学
等
又
は
学
部
等
で

あ
っ
て
、
看
護
師
等
に
関
連
す
る
職
業
に

就
い
た
者
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

大
学
等
・
学
部
等
の
所
在
地
と
同
じ
都
道

府
県
内
に
あ
る
企
業
等
に
就
職
し
た
者
で

あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
三
大
都
市
圏

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
及
び
兵
庫
県

（
た
だ
し
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
二
条
一
項
、
第
三
十
三
条
一
項
、

第
三
十
三
条
二
項
に
基
づ
き
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
除
く
）

●　

授
業
料
減
免
事
業
等
学
生
支
援
経
費

学
生
に
対
し
て
、
貸
与
の
奨
学
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
料
減
免
事
業

等
学
生
支
援
経
費
の
対
象
経
費
と
な
り

ま
す
か
。

Ａ　

授
業
料
減
免
事
業
等
学
生
支
援
経
費
は

授
業
料
減
免
等
の
「
給
付
事
業
」
と
金
融

機
関
の
教
育
ロ
ー
ン
等
に
か
か
る
利
子
を

負
担
す
る
「
利
子
負
担
事
業
」
を
対
象
要

件
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
質
問
の
よ
う
な
「
貸
与

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

特
別
補
助

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
三
〜
七
三
〇
五

七
三
〇
九
〜
七
三
一
一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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助
成
業
務

私
学
事
業
団
で
は
広
く
一
般
か
ら
寄
付
金

を
募
り
、「
学
術
研
究
振
興
基
金
」を
設
け
て
、

そ
の
運
用
益
を
「
学
術
研
究
振
興
資
金
」
及

び
「
学
術
研
究
振
興
資
金
（
若
手
研
究
者
奨

励
金
）」
と
し
て
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
（
以
下
「
私
立
大
学
等
」
と
い

う
）
の
優
れ
た
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
公
募
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一　

学
術
研
究
振
興
資
金

１　

対
象
研
究

交
付
対
象
と
な
る
研
究
分
野
は
、⑴
人
文
・

社
会
科
学
系
の
研
究
、
⑵
自
然
科
学
系
（
理

工
系
・
生
物
系
）
の
研
究
、
⑶
複
合
領
域
の

研
究
で
、
次
の
①
②
①
②
の
両
方
を
満
た
す
研
究

で
す
。

①
私
立
大
学
等
（
研
究
所
の
研
究
を
含
む
）

に
所
属
す
る
研
究
者
（
教
職
員
）
が
二
人

以
上
で
共
同
し
て
行
う
研
究
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
研
究
代
表
者
は
当
該
私
立

大
学
等
の
専
任
教
職
員
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
研
究
代
表
者
以
外
に
も
う
一
名
、
私

立
大
学
等
（
他
法
人
設
置
で
も
可
）
に
所

属
す
る
研
究
者（
非
常
勤
教
職
員
で
も
可
）

が
い
る
こ
と
。

②
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で
、
一
年
以
上

の
研
究
実
績
が
あ
る
こ
と
。

２　

研
究
期
間

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
研
究
が
対
象
で
す
。

３　

資
金
交
付
総
額

総
額
一
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

交
付
額
は
、研
究
に
か
か
る
対
象
経
費（
資

金
交
付
希
望
額
＋
学
校
法
人
の
負
担
額
）
の

二
分
の
一
以
内
と
し
、
自
然
科
学
系
の
研
究

は
七
五
〇
万
円
、
そ
の
他
の
研
究
は
四
〇
〇

万
円
が
上
限
で
す
。
ま
た
、
学
校
法
人
の
負

担
額
は
、
資
金
交
付
希
望
額
と
同
額
以
上
が

必
要
で
す
。

４　

継
続
交
付

当
該
研
究
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
継
続
し

て
三
年
間
応
募
し
、
資
金
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
選
考
は
毎
年
改
め
て
行

い
ま
す
。

５　

応　

募

私
立
大
学
等
一
校
に
つ
い
て
、「
新
規
」「
継

続
」
を
問
わ
ず
一
件
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

応
募
の
際
は
、
学
校
法
人
の
理
事
長
及
び

学（
校
）長
連
名
の「
推
薦
書
」が
必
要
で
す
。

二　

若
手
研
究
者
奨
励
金

１　

対
象
分
野

理
工
系
、
農
学
系
及
び
理
学
・
工
学
・
農

学
系
の
複
合
分
野
。

２　

対
象
者
等

私
立
大
学
等
に
所
属
す
る
、
二
十
三
年
四

月
一
日
現
在
三
七
歳
以
下
で
、
二
十
二
年
十

月
一
日
現
在
、助
教
又
は
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー

が
一
人
で
行
う
研
究
で
す
。

た
だ
し
、
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
、
科

学
研
究
費
補
助
金
「
若
手
研
究
」
の
対
象
で

は
な
い
者
及
び
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
で
は
な
い
者
。

（
対
象
者
が
、
科
学
研
究
費
補
助
金
等
と

重
複
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
妨
げ
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
研
究
者
に
機
会
を
与
え
る
観
点

か
ら
、
学
内
で
の
配
慮
・
調
整
を
お
願
い
し

ま
す
）

３　

研
究
期
間

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
う
研
究
が
対
象
で
す
。

４　

奨
励
金
額

総
額
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
一
人
当
た
り
の
交
付
額
は
、
一
律
五
〇

万
円
の
予
定
で
す
（
学
校
法
人
負
担
額
は
不

要
で
す
）。

５　

継
続
申
請

二
十
二
年
度
に
本
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
研
究
に
つ
い
て
も
、
前
記
１
〜
３
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
継
続
し
て
申
請
で
き

ま
す
が
、
選
考
は
改
め
て
行
わ
れ
ま
す
。　

６　

応　

募

一
学
校
一
名
の
応
募
と
し
ま
す
。
研
究
者

個
人
で
は
な
く
、
学
校
法
人
を
通
し
て
応
募

く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
の
際
に
は
、
所
属
私
立
大
学

等
の
学
長
又
は
学
部
長
（
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
学
科
長
）
の
「
推
薦

書
」
が
必
要
で
す
。

三　

共
通
事
項

１　

選
考
結
果
及
び
交
付
時
期

選
考
結
果
は
、
二
十
三
年
三
月
上
旬
に
当

該
学
校
法
人
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
資
金

の
交
付
は
、
二
十
三
年
五
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

２　

研
究
計
画
書
の
提
出
期
限

二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
（
金
）

◆　

◆　

◆

「
研
究
計
画
の
公
募
通
知
」
の
郵
送
及
び

本
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
、
九

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
募
様
式
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
度

学
術
研
究
振
興
資
金
及
び

若
手
研
究
者
奨
励
金
に

か
か
る
研
究
計
画
の
公
募

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
一
五
・
七
三
一
六

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

（参考）平成22年度学術研究振興資金及び若手研究者奨励金 採択状況

区　分
応募件数 採択件数 採択率
（件） （件） （％）

新規・継続別

新 規 113 35 31.0

継 続 ２ 年 目 24 21 87.5

継 続 ３ 年 目 16 14 87.5

学 校 種 別
大  学 142 68 47.9

短 期 大 学 11 2 18.2

研究分野別

人文・社会科学 38 20 52.6

理 工 系 15 5 33.3

生 物 系 39 18 46.2

複 合 領 域 41 24 58.5

私学高等教育 20 3 15.0

学 術 研 究 振 興 資 金 合 計 153 70 45.8

若 手 研 究 者 奨 励 金 49 21 42.9
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共
済
業
務

定
時
決
定
に
か
か
る

定
時
決
定
に
か
か
る

　
　
　

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
　
　

確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

七
月
十
日
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
（
磁
気
媒
体
に
よ
る
も
の
を
含
む
）」

に
よ
る
定
時
決
定
の
「
確
認
通
知
書
⑵
」
を
、
九
月
中
旬
に
学
校
法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
。「
確

認
通
知
書
⑵
」
は
学
校
法
人
用
と
加
入
者
用
の
二
種
類
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
に
も
必

ず
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
表
示

　
「
確
認
通
知
書
⑵
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に

定
時
決
定
を
し
た
か
に
つ
い
て
異
動
内
容
欄

で
次
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

定
時
決
定

　

・ 「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
の
報
告
に
基

づ
き
四
月
、
五
月
及
び
六
月
の
給
与
の

平
均
額
で
標
準
給
与
を
決
定
し
た
人

　

定
時
決
定
不
要
者

　

・ 

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
資
格
取
得
し
た
人

（
所
属
学
校
変
更
者
を
除
く
）

　
　

↓
資
格
取
得
時
の
給
与
額
で
決
定

　

・ 

二
十
二
年
七
月
又
は
八
月
に
標
準
給
与

が
改
定
に
な
っ
た
人

　
　

↓
標
準
給
与
改
定
の
給
与
額
で
決
定

　

定
時
決
定
（
保
険
者
決
定
）

　

・ 「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
が
未
提
出
又

は
記
入
も
れ
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
私

学
事
業
団
が
現
に
確
認
し
て
い
る
直
近

の
標
準
給
与
で
決
定
し
た
人

　

・ 

育
児
休
業
等
取
得
中（
無
給
で
休
業
中
）

の
た
め
、
現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
直
近

の
標
準
給
与
で
決
定
し
た
人

◆ 

「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
給
与
が

誤
っ
て
い
る
場
合

　
「
確
認
通
知
書
⑵
」
の
給
与
月
額
等
の
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
報
告
し
た
内
容

を
訂
正
す
る
場
合
は「
給
与
等
訂
正
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

決
定
し
た
標
準
給
与
の
月
額
の

有
効
期
間

　

今
回
確
認
さ
れ
た
標
準
給
与
の
月
額
は
、

二
十
二
年
九
月
か
ら
二
十
三
年
八
月
ま
で
適

用
さ
れ
、
毎
月
の
掛
金
や
年
金
・
給
付
金
等

の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当

す
る
人
の
「
確
認
通
知
書
⑵
」

の
表
示
等

　

七
十
五
歳
以
上
の
人
及
び
七
十
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
で
広
域
連
合
か
ら
障
害
状
態

に
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、「
確
認
通
知

書
⑵
」
に
長
期
の
等
級
及
び
標
準
給
与
を
表

示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
掛
金
の
徴
収
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
送
付
す
る
定
時
決
定
の
「
確
認
通

知
書
⑵
」
を
含
め
、
本
事
業
団
が
確
認
通

知
す
る
内
容
は
、
将
来
の
年
金
給
付
等
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
通
知
内

容
が
報
告
内
容
と
相
違
な
い
か
必
ず
確
認

す
る
と
と
も
に
、
加
入
者
本
人
に
も
そ
の

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
周
知

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
け
出
の
あ
っ
た
給
与
の
平
均
額
が
、

現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標
準
給
与
の
月
額

に
比
べ
て
二
等
級
以
上
の
差
が
生
じ
て
い

る
人
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
標
準

給
与
の
改
定
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、「
標
準
給
与
改
定
届
書
」
を
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

昇
給
等
に
よ
っ
て
固
定
的
給
与
（
基
本

給
、
扶
養
手
当
等
）
が
変
動
し
た
場
合

　

 〔
事
例
〕
四
月
に
昇
給
し
て
固
定
的
給

与
が
変
動
し
、
四
月
、
五
月
及
び
六
月

の
給
与
の
平
均
額
が
現
に
確
認
さ
れ
て

い
る
標
準
給
与
の
月
額
に
比
べ
二
等
級

以
上
あ
が
っ
て
い
る
場
合

↓ 

算
定
基
礎
月
を
四
月
、
五
月
、
六
月
と

記
入
し
、
七
月
改
定
と
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

② 
さ
か
の
ぼ
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
が
行
わ
れ

た
場
合

　

差
額
支
給
の
あ
っ
た
月
（
新
ベ
ー
ス
で

の
支
給
を
開
始
し
た
月
）
を
変
動
月
（
算

定
基
礎
月
の
最
初
の
月
）
と
し
ま
す
。

　

 〔
事
例
〕
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の

差
額
が
五
月
に
支
給
さ
れ
た
場
合

↓ 

変
動
月
は
五
月
に
な
る
た
め
、
算
定
基

礎
月
を
五
月
、
六
月
、
七
月
と
し
て
差

額
を
除
い
た
改
定
後
の
給
与
を
記
入

し
、
八
月
改
定
と
し
て
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
二
十
二
年
四
月
に
資
格
取
得
し

た
人
も
八
月
改
定
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
七
月
以
降
に
四
月
な
ど
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
は

差
額
支
給
の
あ
っ
た
月
（
七
月
以
降
新

ベ
ー
ス
で
の
支
給
を
開
始
し
た
月
）
を
変

動
月
と
し
ま
す
の
で
、
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
た
標
準
給
与
の
改
定
や
定
時
決
定
の

訂
正
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
変

動
月
か
ら
三
か
月
の
給
与
の
平
均
額
が
今

回
確
認
さ
れ
た
定
時
決
定
に
比
べ
二
等
級

以
上
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
標
準
給
与
の

改
定
と
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
非
固
定
的
給
与
（
残
業
手
当
、
宿
日
直

手
当
等
）
の
み
の
変
動
で
、
固
定
的
給
与

の
変
動
が
な
い
場
合
は
、
標
準
給
与
の
改

定
を
届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
法
人
用
の
異
動
報
告
内
容
欄
に
＊
＊
＊
印
の
あ
る
人
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年
金
積
立
金
の
運
用
目
的
・
基
本
方
針

　

私
学
事
業
団
の
年
金
積
立
金
は
、
年
金
を

将
来
に
わ
た
り
確
実
に
支
給
す
る
た
め
に
、

長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
安
全
か
つ
効
率
的

に
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
団
で
は
「
長
期
勘
定

の
余
裕
金
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
い
ま
す
）
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
基
本
方
針
で
は
、
明
確
な
運
用

目
標
を
設
定
し
、基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
効

率
的
な
資
産
配
分
）
を
定
め
た
う
え
で
株
式

な
ど
複
数
の
資
産
に
分
散
し
て
投
資
し
て
い

ま
す
。

　

二
十
一
年
度
の
運
用
環
境

　

二
十
年
度
の
世
界
的
な
金
融
危
機
が
収
束

し
、
新
興
国
の
成
長
、
米
国
の
消
費
回
復
傾

向
、
国
内
の
企
業
実
績
回
復
な
ど
で
、
株
価

が
お
お
む
ね
金
融
危
機
前
の
状
態
に
回
復
す

る
運
用
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
国
内
で
は
、
政
権
交
代
に
よ
る
政

策
実
現
に
あ
た
り
、
国
債
の
増
発
懸
念
が
金

利
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
財
政
再
建
へ
の
取
り

組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
端
を
発
し
た
欧

州
不
安
の
影
響
で
、
円
の
レ
ー
ト
が
単
独
で

高
く
な
る
な
ど
、
不
安
定
な
為
替
の
動
き
が

輸
出
企
業
の
業
績
へ
の
懸
念
と
な
り
、
年
末

に
か
け
て
株
価
の
上
昇
は
限
定
的
に
推
移
し

ま
し
た
。

　

二
十
一
年
度
の
投
資
行
動

　

こ
う
し
た
運
用
環
境
に
お
い
て
、
二
十
年

度
中
に
行
っ
た
意
思
決
定
に
基
づ
き
、
国
内

債
券
は
利
回
り
確
保
の
た
め
、
毎
月
の
購
入

額
の
二
割
程
度
を
十
年
超
―
二
十
年
の
債
券

に
投
資
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

　

国
内
株
式
は
、
二
十
年
度
に
実
施
を
保
留

し
た
、
運
用
機
関
再
構
築
の
た
め
に
選
定
し

た
運
用
機
関
に
よ
る
運
用
を
四
月
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

外
国
株
式
に
つ
い
て
は
、
運
用
機
関
再
構

築
の
た
め
の
選
定
（
解
約
・
採
用
）
を
行
い
、

一
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

資
産
構
成
割
合
は
基
本
方
針
で
決
め
た
割

合
を
維
持
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
為
替

の
不
安
定
さ
も
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
時
間
分
散
に
よ
る
資
産
配
分
に
留
意

し
つ
つ
、
国
内
株
式
は
四
月
、
六
月
、
二
月

に
資
金
追
加
を
実
施
し
ま
し
た
。
外
国
株
式

は
六
月
、
九
月
、
二
月
に
資
金
追
加
を
行
い

ま
し
た
。

　

年
度
末
時
点
で
は
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
資
産
配
分
・
許
容
乖
離
幅
に
対
し
、
お

お
む
ね
中
央
値
に
近
い
構
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
十
一
年
度
の
運
用
結
果

　

こ
れ
ら
の
投
資
行
動
の
結
果
、
二
十
一
年

度
の
運
用
利
回
り
は
、
国
内
外
株
式
の
評
価

損
の
大
幅
な
圧
縮
が
利
回
り
の
改
善
に
寄
与

し
、
八
・
二
七
％
と
な
り
、
目
標
で
あ
る
二
・

八
％
を
五
・
四
七
％
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

運
用
利
回
り
は
、
年
度
末
一
時
点
の
時
価

評
価
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
は
あ
る
も
の

の
、
景
気
回
復
基
調
を
裏
付
け
る
利
回
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
基
づ

く
資
産
運
用
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
市
場

の
動
向
を
勘
案
し
た
資
金
投
入
の
取
り
組
み

を
慎
重
に
行
い
、
年
金
積
立
金
の
性
格
に
鑑

み
た
運
用
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　本誌４ページで長期給付事業の決算についてお知ら
せしました。ここでは、年金積立金の運用目的・基本
方針と、21年度の運用結果をお知らせします（運用
結果等の詳しい内容は、後日、私学共済事業ホームペー
ジに掲載します）。

年金積立金の構成割合・残高と資産別利回り（単位：億円）

区　分

基本
ポートフォリオ 平成21年度末

資産
配分

許容
乖離幅 簿　価 時　価 評価

損益
時価
構成比 乖離幅

資産別
運用
利回り

国内債券計 65% ±9% 21,128 21,671 543 63.8% △1.2% 2.79%
国内債券 47% ― 16,329 16,872 543 49.7% ― 3.08%
貸付金等 18% ― 4,799 4,799 0 14.1% ― 1.78%
国内株式 10% ±3% 3,606 3,148 △458 9.3% △0.7% 32.93%
外国債券 10% ±3% 3,738 3,477 △261 10.2% 0.2% 4.76%
外国株式 10% ±3% 3,556 3,622 66 10.7% 0.7% 47.87%
短期資産 5% ― 2,045 2,045 0 6.0% 1.0% 0.76%
合　　　計 100% ― 34,073 33,963 △110 100.0% ― 8.27%

0 10,000 20,000 30,000 40,000

21年度

20年度

19年度 利回り　△2.81％ 3兆4,327億円

利回り　△7.62％ 3兆1,523億円

利回り　　8.27％ 3兆3,963億円

（単位：億円）

過去３年間の年金積立金の残高と運用利回りの推移
（注）　利回りは修正総合利回り・金額は時価

平成21年度

年金積立金の
運用結果
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平成22年度　私学事業団海外研修旅行　冬期コースの募集
冬期コース申込受付期間　平成22年９月１日（水）～10月８日（金）（必着）

　夏期コースでは多数のご応募ありがとうございました。冬期も内容豊富な２コース（全行程で
添乗員同行）を企画しています。ぜひ、見聞・視野を広げる機会としてご参加ください。

A－６コース スペイン周遊教養の旅 A－７コース アンコールワットとベトナム周遊教養の旅
旅 行 期 間 12月29日（水）～１月６日（木） 旅 行 期 間 12月30日（木）～１月６日（木）
日　　　　　　数 ９日間 日　　　　　　数 ８日間
旅 行 代 金 297,000円 旅 行 代 金 197,000円
一人部屋追加料金   70,000円 一人部屋追加料金   50,000円

〔注〕 上記旅行代金のほかに、航空各社ごとに決められる「燃油サーチャージ」がかかります。パンフレットの「ご旅行条件」を確認いただき、詳細については、
下記主催旅行会社へお問い合わせください。

●参加資格
• 加入者（任意継続加入者を含む）とその配偶者、父母、
12歳以上の子・孫

・旅行スケジュールに耐えられる程度に健康な人に限ります。
・18歳未満の場合は成人の同行者が必要です。
●募集定員
　各コースとも30名（最少催行人員15名）
　申し込み多数の場合は抽選となります（先着順ではあり
ません）。
● 主催旅行会社（パンフレット・申込書の取り寄せ先）
〒163-6011　東京都新宿区西新宿６-８-１
　　　　　　新宿オークタワー11階
（株）エイチ・アイ・エス 団体事業部
教育旅行セクション
「私学事業団　海外研修旅行」係
☎ 03（5908）3010　　FAX 03（5908）3028
Ｅメール：tb-icg@his-world.co.jp
担当者：鳥海、水野、岩根
営業時間　10：00～18：00　（土・日・祝日休み）

●申込書送付先
〒113-8441　東京都文京区湯島１‒７‒５
私学事業団　共済事業本部　福祉部　保健課

●申込時の注意
・ 旅行の参加に際し、健康上申し出ることがある人は、参
加申込書の裏面の「健康アンケート」に必要事項を記入
してください（後日、医師の診断書の提出をお願いする
場合もあります）。
・ 申し込みは１人１回、１コースのみとします。夏期コー
スに参加された人は冬期コースへの参加はできません。
・ 本研修旅行は自由研修時間を除いて同一行動をしていた
だきますので、参加者の都合による各種変更（予定観光
等の不参加や航空座席種類の変更など）はできません。

※ 詳しくは海外研修旅行パンフレット及び私学共済事業ホーム
ページ（http://www.shigakukyosai.jp/）をご覧ください。

アンコールワット（イメージ）

宿泊所・保養所の年末年始宿泊予約は10月１日からです
年末年始期間中（12月31日～１月３日）の料金

施　設　名 電　話　番　号
料　金（1泊2食）
大人 子供

湯河原　　敷　島　館 0465（63）3755 15,900円 9,450円
箱　根　　対　岳　荘 0460（82）2094 16,950円 9,975円
鎌　倉　　あじさい荘 0467（22）3506 12,000円 7,500円
葉　山　　相　洋　閣 046（875）7300 13,800円 8,000円
金　沢　　兼　六　荘 076（232）1239 12,000円
志賀高原　　やまゆり荘 0269（34）2102 9,240円 5,460円
軽井沢　　すずかる荘 0267（45）7311 13,500円 8,000円
京　都　　白　河　院 075（761）0201 16,600円 9,800円

※子供料金は３歳以上12歳未満が対象です。

　宿泊所・保養所の12月31日と１月の宿泊
予約は、10月１日から受け付けます。
　施設によっては予約の電話が午前中に集中
し、かかりにくい場合がありますので、あら
かじめご了承ください。
　なお、年末年始は特別料金となりますので、
右の料金表をご参照ください。



積立貯金の後期募集が始まります
申込受付期間　９月27日（月）～10月25日（月）

　新たに積立貯金の加入を希望する方、又はすでに加入
している方で、積立金額の変更や中断をしている積み立
ての復活を希望される場合は、上記の申込期間内に手続
きをしてください。
◆制度のあらまし
　・利率　年0.60％（半年複利・８月１日現在）
　・積立金額単位　1,000円単位
　・積み立て方法
　　①定時積立金　毎月の給与から控除して積み立て
　　②臨時積立金　 年３回、夏期・冬期・春期の賞与等

から控除して積み立て
　　※臨時積立金のみの積み立てはできません。
　・ 今回の申し込みによる積み立て開始　
　　11月の給与から（払込期限は12月10日（金））
◆申し込み方法
　次の所定用紙で申し込んでください。
　・新規加入「貯金加入申込書」
　・積立金額の変更「積立金変更申込書」
　・積立貯金の復活「積立中断・復活届書」
　共済事務担当者は、加入者から提出された書類を学校
単位で一括して「貯金関係書類送付内訳書」を添付のう
え、申込受付期間内に提出してください。
◆送付先（積立貯金書類専用）
　〒101‒8709　日本郵便神田支店私書箱第103号
　私学事業団共済事業本部　福祉部保健課貯金係

アイリスプランの募集

　㈶教職員生涯福祉財団（http://www.kyosyokuinzaidan.
jp/）では、教職員の経済生活支援事業「アイリスプラン」
を実施しています。アイリスプランには「医療・傷害補
償コース」「年金コース」の２コースがあります。
　詳しくは９月中旬に学校法人等に送付する募集パンフ
レットを参照してください。
◆アイリスプラン専用フリーダイヤル
　 0120（844）022
　
受付時間

　月曜日から金曜日（祝日は除きます）
　　　　　　９：00～17：15

平成22年度特定健康診査にかかる
健診結果データの提出期限

　平成22年度の定期健康診断が終了している学校法人等
は、特定健康診査にかかる健診結果データを取りまとめ、
９月30日（木）までに提出してください。
　提出の際は、事務の効率化及び記載不備を防止するた
め、できるだけ私学事業団のフォーマットによりデータ
を作成していただくよう、ご協力ください。
　詳しくは、６月下旬に送付しました「特定健診・特定
保健指導 取り組みのてびき」８～11ページを参照して
ください。

　年金者向広報「共済だより」を年金者あてに９月下旬
に送付します。学校法人等あてには事務担当者用とし
て１部を「レター」９月号に同封して送付しています。

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。特に、
月曜日や午前中は電話が大変混雑しておりますので、
ご了承ください。

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

２日（木） 貸付  送金

６日（月） 貸付  ８月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（水） 貸付  10月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

21日（火） 貯金  送金

22日（水） 貸付  送金

24日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

27日（月） 貯金  後期加入申し込み開始

28日（火）
掛金  ８月分口座振替（自振校のみ）
貸付  ９月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（木）
掛金  ８月分納期限
貸付  10月22日送金申し込み締め切り

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  ８月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（金） 貸付  11月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール９９

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール1010
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



平成23年度「学術研究振興資金」及び
「若手研究者奨励金」の公募

　平成22年９月１日付けで、大学・短期大学・高等専門
学校法人あてに、標記の公募通知を送付しました。
　応募される学校法人は、22年10月22日（金）までに「研
究計画推薦書」、「研究計画調書」等必要書類を本事業団
寄付金課までご提出ください。
　なお、公募要領、公募様式等については、本事業団ホー
ムページ（http://www.shigaku.go.jp/）助成業務「学術
研究振興資金」から「平成23年度学術研究振興資金公募
様式等」及び「平成23年度学術研究振興資金（若手研究
者奨励金）公募様式等」をご覧ください。

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7315・7316
 Eメール　kifukin@shigaku.go.jp

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（平成22年９月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付しました「償還年次表」、及び後
日送付します「貸付金返済期日のご案内」を参照のうえ、
払込指定期日までに本事業団指定口座に入金してくださ
い。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、遅
延損害金が発生しますので、ご注意ください。
　償還金の振り込みにあたっては、次の点に留意してく
ださい。
① 「貸付金返済期日のご案内」に同封する「払込依頼書」
を使用し、「電信扱い」にしてください。
② 償還金は、必ず「学校法人単位」で一括して振り込ん
でください（設置学校ごとに分割しての振り込みは、
ご遠慮ください）。

※ 特に９月は約定償還月にあたります。遺漏のないよう
お取り計らいください。

 融資部　融資課
 ☎03（3230）7869～7871
 Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

助成業務ホームページのご案内

　私学事業団助成業務では、各業務の情報や提出資
料の様式等をホームページでお知らせしています。
情報の更新は随時行っていますので、皆様ご活用く
ださい。

■助成業務URL■
　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

 ○応募・問い合わせ先
 〒102-8145
 日本私立学校振興・共済事業団
 ☎03（3230）7810・7811
 Ｅメール　kikaku@shigaku.go.jp

・自己診断チェックリスト 平成21年度版（エクセル版）
・第１回　私学リーダーズセミナーの開催について

・融資金利表

・受配者指定寄付金に係る実績報告の提出について
・「寄付金事務の手引」
・寄付金パンフレット

経営支援・情報提供

融　　資

寄付金課

・私立大学等に対する補助事業
・補助金の配分基準等
・補助金の交付状況

補助金課
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月報私学　9月号（VOL．153）平成22年9月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/
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ご相談はお早目にどうぞ!! 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

平成22年度融資のご相談お待ちしています！
　本年度も私立学校の施設・設備の整備を支援する、固定金利で長期の事業団融資をご活用ください。
平成22年度融資事業計画

融資費目 対象となる事業内容 22年度
計画額

融資金利（平成22年8月11日現在）
20年以内

（うち据置2年）
10年以内

（据置年数2年以内含む）
百万円 ％ ％

一般施設費

①校（園）舎、体育館、講堂等の建築事業
②校地等買収、造成事業

47,700

1.6

1.0
③私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に選定された事業にかかる施設の整備事業 1.3
④次世代型学校施設の整備事業 1.4
⑤温暖化対策のための整備事業 1.3
⑥防災（耐震）機能強化の改修事業 1.3

特別施設費 ①寄宿舎、国際交流会館、附属病院等の建築、用地買収事業 40,100 1.7 1.1②障がい者の利便をはかるために校舎等を改修する事業 1.3
災害復旧費 風水害、地震等による災害復旧事業 100 0.9 ー
公害対策費 騒音、アスベスト等の公害防止対策のための施設整備事業 100 1.3 ー

教育環境
整備費

①机、椅子、図書等の校教具の購入　※対象学校は幼稚園、特別支援学校、専修学校

2,000

0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

② 実験・実習用機器、通園バス等１個又は１組の価格が500万円以上の機器
備品・装置、車両等の購入 1.0 10年以内

（うち据置2年）③「私立大学研究設備整備費等補助金」等の補助対象設備・備品
④過疎地の高等学校の経営に必要な資金 0.7

⑤経営困難校を支援する法人が一時的に要する資金 0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

小規模大学である本学は、対面性・対人性の高さを活かした教育を行っています。「社会人基礎力養成」を軸に時流に即した教
育カリキュラムの改革と共に、学生支援ＧＰで採択された『小さな大学のキャリア支援―大きな夢を育てる就職合宿』により、
就職支援の充実を図っています。

愛知東邦大学

歴 史 あ る 建 築 と 庭 園 の 中 で 京 会 席 に 舌 鼓

〒606‒8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16　☎075（761）0201
（JR「京都」駅より市バス５号系統「岩倉」行きで「法勝寺町」下車すぐ前）

※上記の３コースのいずれかをお選びいただけます。

　名建築家・武田五一が設計した数寄屋造りの旧館。七代目小川治兵衛
が琵琶湖疏水からの水を生かして造った池泉回遊式の庭園。京都市指定
名勝の匠の技が交錯する静かな佇まいを、ぜひご堪能ください。

12,495円12,495円

13,650円13,650円

14,805円14,805円

１名様

京　都　 白　河　院

本格的京会席コース
１泊２食

夕食（イメージ）

白河院庭園

白河院大広間



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Right
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


